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　中国ブロック代表のHC岡山と、近畿ブロック代表の大阪教育大学
との女子オープニングマッチ。HC岡山のスローオフで試合開始。
　HC岡山2番増田の強烈なロングシュートで岡山が2連取。大阪教
育大学もポジションチェンジのきっかけから11番前田、９番松井の
カットインで得点。HC岡山は8番国重のカットインでPTを獲得。こ
れを冷静に決めて流れを掴むかに思われた。しかし大阪教育大学が
DFを修正。６－０DFながら厳しいプレスをかける。カットインやロ
ングシュートを封じられたHC岡山のポストパスや体勢の悪いパスを
カット、速攻につなげて得点を重ねる。HC岡山GK12番板野の2度
にわたるスーパーセーブで速攻での得点を防ぐも、流れは変えられ
ず。堅守速攻を続けた大阪教育大学が１９対６でリードして前半終
了。
　後半開始。大阪教育大学は主力を温存して臨む。前半ほど厳しくプ
レスをかけられない大阪教育大学DFに対し、HC岡山は8番国重のミ
ドルシュートや2番増田のスカイプレーなどで得点を重ねる。速攻で
の得点がなくなった大阪教育大学であったが、センター3番千葉、ポ
スト10番由浅を中心としたセットオフェンスで対抗する。その後は
両チームのGKの好セーブもあり、一進一退の展開に。大阪教育大学
は速いパス回しからのセットOFで、HC岡山はフローター陣の技あ
りのプレーで魅せる試合となった。
　前半の点差は埋まらず、30対18で大阪教育大学の勝利。
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